
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
十
一
回
目
に
あ
た
る
。
本
目
録
の
作
成
に

至
っ
た
経
緯
や
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
号
で
は
天
平
十
七
年
の
写
経
事
業
に
つ
い
て
扱
う
。
前
年
度
の
天
平
十
六
年
に

つ
い
て
は
、
既
に
編
年
目
録
が
発
表
さ
れ
て
お
り
（
本
誌
第
十
二
号
・
北
村
安
裕

氏
執
筆
）、
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
き
た
だ
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
持
た
せ
た
。
単
体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
を
な
す

場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を
付
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。
ま

た
、
各
文
書
が
小
集
合
を
構
成
し
、
数
個
の
小
集
合
が
集
合
す
る
か
、
小
集
合

に
さ
ら
に
文
書
が
続
く
な
ど
し
て
、
よ
り
大
き
な
集
合
を
構
成
し
て
い
る
場
合

に
は
、
最
も
大
き
い
集
合
に
文
書
番
号
を
与
え
、
小
集
合
或
い
は
そ
れ
に
連
続

す
る
各
文
書
に
枝
番
号
を
、
各
小
集
合
内
の
各
文
書
に
は
さ
ら
に
枝
番
号
を
付

し
た
。

・
文
書
名
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
心
が
け
た
。
従
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
。
往
来
軸
が
付
属
す
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
い
た
。
文
書

は
、
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
文
書
（
解
や
啓
、
も
し
く
は
そ
の
案

文
）
と
、
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
業
務
内
容
な
ど
の
記
録
（
校
帳

な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
が
、
後
者
の
中
に
は
内
容
が
断
片
的
な
も
の
や
、
類
型

化
が
困
難
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
文
書
に
は
便
宜
的
に
「
〜

注
文
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
（
帳
簿
の
場
合
は
開
始
年
月

日
）
を
記
し
た
。（

）
は
推
定
。
以
下
、
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
年
号

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
七
年
―

武

井

紀

子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
三
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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の
天
平
感
宝
は
「
感
宝
」、
天
平
勝
宝
は
「
勝
宝
」
と
略
記
し
、
正
月
は

「
１
」
月
、
閏
月
は
�
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
期
間
／
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は
「
作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象
の
最
終
年
月
日
を
「
〜
」
に
続
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
掲

載
年
月
日
と
作
成
年
月
日
が
同
一
と
は
限
ら
な
い
が
、
特
に
区
別
は
せ
ず
、
記

載
年
月
日
を
も
っ
て
作
成
と
し
た
。

・
写
経
事
業
の
項
に
は
、
主
に
そ
の
文
書
が
ど
の
写
経
事
業
に
関
す
る
文
書
か
を

記
し
た
。
特
定
の
写
経
事
業
と
関
係
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
「―

」
で
示
し

た
。
な
お
、
複
数
の
写
経
事
業
に
関
わ
る
継
文
の
場
合
、
関
係
す
る
写
経
事
業

を
も
っ
と
も
大
き
い
集
合
の
本
項
に
列
記
し
、
枝
番
号
を
付
し
た
各
文
書
に
つ

い
て
は
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
文
書
の
機
能
・
内
容
の
項
に
は
、
数
段
階
の
文
書
機
能
が
明
ら
か
な
場
合
は
、

目
録
と
し
て
採
用
し
た
主
た
る
機
能
の
ほ
か
に
、（

）
に
そ
の
旨
を
記
し
た

も
の
が
あ
る
。

・
作
成
／
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書
の
作
成
／
保
管
主
体
、
ま
た
は
文
書
の

発
信
者
／
受
信
者
を
示
し
た
。
ま
た
案
文
の
場
合
に
は
「
写
疏
所
（
↓
金
光
明

寺
造
物
所
政
所
）」
と
い
う
形
で
、
推
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を
示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
目
録
に
お
け
る
所
在
を
巻
数
・

頁
数
に
よ
っ
て
示
し
た
（
八
５８５
は
八
巻
５８５
頁
を
示
す
）。
ま
た
『
大
日
本
古
文

書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
「
未
収
」
と
し
た
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
Ｓ＝

正
集
、
Ｚ＝

続
修
、

ZK＝

続
修
後
集
、
ZB＝

続
修
別
集
、
Ｊ＝

塵
芥
、
ZZ＝

続
々
修
、
拾
遺＝

国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』。
断
簡
番
号
は
、
続
々
修
を
除
き
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』（
正
集
〜
塵
芥
）
に
し
た
が

い
、
続
々
修
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
に
示
さ
れ
た
紙
数

番
号
を
〈

〉
で
示
し
た
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
一
時
利
用
か
二
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
紙
背
・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
紙
背
の
使
用
状
況
や
、
同
一
紙
が
当
該
文
書
以

外
の
目
的
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
状
況
な
ど
を
記
し
た
。
利
用
の
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
空
欄
と
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
の
留
意
点
を
示
し
た
。
往
来
軸
の
情
報
や
、
宮
内

庁
書
陵
部
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』「
未
修
古
文
書
目
録
」

（
以
下
、
未
修
目
録
と
略
す
）
に
基
づ
く
続
々
修
の
付
箋
に
関
す
る
情
報
は
こ

こ
に
示
し
た
。
ま
た
、
文
書
の
集
合
体
（
継
文
・
帳
簿
）
の
形
式
過
程
に
関
し

て
も
摘
記
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
詳
細
な
説
明
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

「
四

個
別
文
書
の
検
討
」
に
譲
っ
た
。

・
今
回
続
々
修
の
整
理
の
際
に
多
用
し
た
未
修
目
録
に
つ
い
て
は
【
飯
田
二
〇
〇

一
〜
三
】
に
よ
る
翻
刻
を
用
い
た
。
な
お
、
未
修
目
録
に
つ
い
て
は
本
誌
八
号

掲
載
の
編
年
目
録
の
凡
例
（
佐
々
田
悠
氏
執
筆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
金
光
明
寺
付
属
の
写
経
機
関
は
様
々
に
呼
称
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
文
書
の
表

記
に
従
い
、
そ
れ
以
外
は
「
写
疏
所
」
に
統
一
し
た
。

・
本
目
録
に
含
ま
れ
な
い
天
平
十
七
年
の
内
容
を
含
む
文
書
に
つ
い
て
、
先
行
目

録
の
あ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
録
の
名
称
・
番
号
に
従
っ
た
。
天
平
十

七
年
度
写
経
事
業
に
関
連
す
る
主
な
文
書
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
写
疏
料
筆
墨
納
帳
〕
…
天
平
十
五
年
五
月
一
日
〜
写
疏
料
筆
墨
納
帳
（〔
飯

田
目
録
〇
一
〇
〕）

〔
間
紙
充
帳
〕
…
天
平
十
五
年
五
月
十
二
日
〜
間
紙
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一

一
〕）

〔
写
疏
料
筆
墨
充
帳
〕
…
天
平
十
五
年
五
月
十
八
日
〜
写
疏
料
筆
墨
充
帳
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（〔
飯
田
目
録
〇
一
二
〕）

〔
律
論
疏
集
伝
等
本
収
納
并
返
送
帳
〕
…
天
平
十
五
年
五
月
一
日
〜
律
論
疏

集
伝
等
本
収
納
并
返
送
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一
五
〕）

〔
間
校
帳
〕
…
天
平
十
五
年
五
月
〜
間
校
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一
七
〕）

〔
常
疏
料
紙
収
納
帳
〕
…
天
平
十
五
年
八
月
二
十
一
日
〜
常
疏
料
紙
収
納
帳

（〔
飯
田
目
録
〇
三
一
〕）

〔
雑
書
充
装
潢
等
帳
〕
…
天
平
十
五
年
八
月
九
日
〜
雑
書
充
装
潢
等
帳
（〔
飯

田
目
録
〇
三
二
〕）

〔
常
本
充
帳
〕
…
天
平
十
五
年
九
月
以
前
〜
常
本
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
三

三
〕）

〔
常
疏
充
装
潢
等
帳
〕
…
天
平
十
五
年
十
月
十
日
〜
常
疏
充
装
潢
等
帳
（〔
飯

田
目
録
〇
四
一
〕）

〔
写
経
所
解
案
〕
…
天
平
十
七
年
五
月
十
一
日
写
経
所
解
案
（〔
飯
田
目
録
〇

五
七
―
〇
〇
四
〕）

〔
常
疏
校
帳
〕
…
天
平
十
五
年
十
二
月
常
疏
校
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
五
八
〕）

〔
以
受
筆
墨
写
紙
并
更
請
帳
〕
…
天
平
十
六
年
六
月
十
三
日
以
受
筆
墨
写
紙

并
更
請
帳
（〔
北
村
目
録
二
七
〕）

〔
写
疏
用
紙
并
料
物
申
送
文
案
〕
…
天
平
十
七
年
五
月
十
一
日
写
疏
用
紙
并

料
物
申
送
文
案
（〔
北
村
目
録
三
三
―
〇
二
〕）

〔
写
経
論
疏
勘
出
手
実
帳
〕
…
天
平
十
六
年
九
月
二
十
七
日
写
経
論
疏
勘
出

手
実
帳
（〔
北
村
目
録
三
七
〕）

〔
常
疏
紙
充
帳
〕
…
天
平
十
六
年
十
二
月
五
日
常
疏
紙
充
帳
（〔
北
村
目
録
四

七
〕）

以
上
に
つ
い
て
本
文
中
で
言
及
す
る
場
合
に
は
、〔

〕
で
文
書
名
を
記
し

た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
前
年
度
ま
で
に
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
文
書
に
言

及
す
る
場
合
、
年
月
日
、〔
文
書
名
（
該
当
目
録
と
そ
の
中
で
の
番
号
）〕
を
、

目
録
未
発
表
分
の
年
次
の
文
書
を
取
り
あ
げ
る
場
合
は
『
大
日
本
古
文
書
』
の

巻
数
―
頁
数
を
記
す
こ
と
と
し
た
（
例
え
ば
（
十
―
三
一
一
）
な
ど
）。

三

写
経
事
業
の
概
観

１

天
平
十
七
年
度
の
写
経
事
業
と
写
経
機
関

本
年
度
も
、
前
年
度
に
引
き
続
き
五
月
一
日
経
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。
五

月
一
日
経
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
開
元
釈
教
録
に
載
る
経
典
の
網
羅
的
書
写
は
、

底
本
の
入
手
が
困
難
な
こ
と
に
よ
り
方
針
転
換
さ
れ
、
天
平
十
五
年
五
月
か
ら
釈

教
録
に
含
ま
れ
な
い
録
外
経
・
別
生
・
章
疏
も
含
め
た
写
経
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
本
年
度
の
写
経
事
業
統
括
機
関
は
、
前
年
度
同
様
、
と
く
に
写
疏
所
と

称
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

前
年
度
に
始
め
ら
れ
た
甲
可
宮
で
の
写
経
事
業
は
十
六
年
の
う
ち
に
終
了
し

【
北
村
二
〇
〇
八
】、
十
七
年
度
の
写
疏
所
で
の
事
業
は
、
前
年
度
か
ら
続
く
五
月

一
日
経
書
写
と
間
写
経
書
写
が
主
に
行
わ
れ
た
。
先
写
・
後
写
一
切
経
の
開
始
前

の
時
期
で
あ
り
、
大
々
的
な
写
経
事
業
の
ち
ょ
う
ど
谷
間
の
時
期
に
あ
た
る
【
渡

辺
一
九
八
七
ａ
】。

本
年
度
も
引
き
続
き
辛
国
人
成
と
阿
刀
酒
主
の
二
名
が
案
主
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
し
か
し
、
辛
国
人
成
は
天
平
十
七
年
八
月
に
優
婆
塞
と
し
て
貢
進
さ
れ
て

お
り
、
以
降
は
人
成
に
代
わ
り
志
斐
麻
呂
が
案
主
を
務
め
て
い
る
。
写
経
事
業
は

彼
ら
の
元
で
常
写
・
間
写
の
別
な
く
順
次
作
業
が
進
め
ら
れ
、
本
年
度
の
手
実

（〔
〇
三
〕〔
一
七
〕〔
一
八
〕）
な
ど
か
ら
も
、
常
写
関
係
の
文
書
と
間
写
関
係
の

文
書
が
同
一
に
管
理
さ
れ
両
者
の
あ
い
だ
で
の
書
写
経
典
の
融
通
が
は
か
ら
れ
て

い
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。

147



写
疏
所
の
上
級
機
関
と
し
て
は
、
金
光
明
寺
造
物
所
を
想
定
す
る
【
若
井
一
九

八
六
、
山
下
一
九
九
九
、
北
村
二
〇
〇
八
】。
本
年
度
文
書
に
金
光
明
寺
造
物
所

政
所
官
人
と
し
て
名
が
見
え
る
の
は
、
前
年
度
と
同
様
に
市
原
王
・
田
辺
真
人
・

高
屋
赤
麻
呂
そ
し
て
王
国
益
で
あ
る
。

２

五
月
一
日
経
（
常
疏
）・
間
写

本
年
度
の
常
写
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
論
疏
が
中
心
で
あ
る
。
関
係
文
書
と

し
て
は
、
料
紙
の
収
納
〔
常
疏
料
紙
収
納
帳
〕・
経
師
へ
の
料
紙
支
給
〔
常
疏
紙

充
帳
〕・
前
半
期
手
実
〔
〇
三
〕・
後
半
期
手
実
〔
一
七
〕〔
一
八
〕・
校
正
進
行
状

況
〔
常
疏
校
帳
〕・
装
潢
へ
の
回
送
〔
常
疏
充
装
潢
等
帳
〕・
布
施
の
申
請
〔
写
経

所
解
案
〕
に
加
え
、
書
写
校
正
の
完
了
し
た
経
疏
が
順
次
題
書
へ
回
さ
れ
た
状
況

を
記
し
た
題
疏
勘
定
帳
〔
〇
四
〕
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
方
の
間
写
事
業
に
関
し
て
は
、
天
平
十
七
年
五
月
ま
で
の
間
写
充
紙
帳
〔
間

紙
充
帳
〕
と
五
月
以
降
の
間
写
充
紙
帳
〔
〇
六
〕
の
ほ
か
、
各
経
師
の
書
写
状
況

は
〔
〇
三
〕〔
一
七
〕〔
一
八
〕
の
手
実
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
常
疏
間
写
が
同

一
の
案
主
の
も
と
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
紙
充
帳
や

手
実
は
一
応
常
・
間
別
々
に
作
成
し
、
布
施
申
請
の
段
階
や
金
光
明
寺
造
物
所
へ

の
提
出
文
書
（
お
よ
び
そ
の
案
文
）
作
成
の
段
階
で
ま
と
め
て
管
理
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
主
な
間
写
経
と
し
て
は
、
四
分
律
抄
三
〜
六
巻
・
最
勝
王
経
顕

文
一
巻
・
理
趣
経
疏
一
巻
・
金
剛
三
昧
論
記
一
部
三
巻
、
華
厳
経
疏
一
部
二
十
巻
、

六
巻
抄
一
部
六
巻
・
金
剛
般
若
経
一
部
一
巻
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

難
波
之
時
御
願
大
般
若
経

難
波
宮
滞
在
中
の
聖
武
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
書
写
事
業
。
の
ち
に

難
波
之
時
御
願
大
般
若
経
と
称
さ
れ
、
間
写
経
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

（〔
二
三
〕
な
ど
）。

こ
の
大
般
若
経
写
経
事
業
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
氏
が
天
平
十

七
年
九
月
一
日
の
聖
武
天
皇
勅
（
十
―
三
一
一
）
に
よ
っ
て
発
願
さ
れ
た
事
を
指

摘
し
て
い
る
が
【
福
山
一
九
三
二
】、
天
平
十
七
年
十
一
月
十
一
日
の
市
原
王
の

令
旨
に
よ
る
書
写
を
示
す
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
（〔
二
三
〕）、
市
原
王
を

発
願
主
と
す
る
見
解
も
あ
る
【
松
平
一
九
三
三
】。
し
か
し
書
写
に
必
要
な
物
資

の
調
達
が
九
月
一
日
以
降
十
一
月
十
一
日
ま
で
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（〔
一

三
〕、
天
平
二
十
年
九
月
七
日
「
造
東
大
寺
司
解
」〔
野
尻
目
録
〇
七
七
〕）、
ま
た

布
施
と
な
る
べ
き
絁
・
綿
の
調
達
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
十
―
三
〇
五
）
な
ど

か
ら
、
や
は
り
、
聖
武
天
皇
の
九
月
一
日
勅
に
よ
り
発
願
さ
れ
た
と
す
る
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
栄
原
永
遠
男
氏
は
以
下
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
【
栄
原
一
九
八
五
】。
聖
武
天
皇
の
難
波
宮
滞
在
中
に
発
せ
ら

れ
た
天
平
十
七
年
九
月
一
日
勅
に
よ
り
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
の
書
写
事
業
が
開

始
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
に
聖
武
天
皇
が
大
病
を
患
い
（『
続
日
本
紀
』
天
平
十

七
年
九
月
十
七
日
勅
に
「
朕
頃
者
枕
席
不
安
、
稍
延
旬
日
」
と
あ
り
、
大
赦
賑
恤

が
行
わ
れ
て
い
る
）、
大
般
若
経
の
書
写
事
業
も
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
正
式
な
事
業
再
開
の
前
に
物
資
調
達
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
（
天
平
十

五
年
七
月
四
日
〜
「
雑
物
収
納
帳
」〔
飯
田
目
録
〇
二
〇
〕
な
ど
）、
聖
武
の
平
城

還
幸
後
し
ば
ら
く
経
っ
た
十
一
月
十
一
日
の
市
原
王
令
旨
に
お
い
て
、
写
経
所
に

お
け
る
実
質
的
な
事
業
が
再
開
し
た
。
こ
の
市
原
王
令
旨
と
同
日
に
「
尼
公
宣
」

が
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
（〔
二
三
〕）、
こ
れ
は
中
宮
に
よ
る
書
写
事
業
再
開
の
意

向
を
伝
え
た
尼
公
宣
を
受
け
て
、
市
原
王
の
令
旨
が
出
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
写
経
事
業
に
関
す
る
文
書
は
、
作
成
後
比
較
的
早
い
段
階
で
反
故
と
さ
れ
、

紙
背
が
他
の
用
途
に
用
い
ら
れ
た
た
め
に
、
あ
ま
り
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
【
栄
原
一
九
八
五
】。
本
年
度
に
は
、〔
一
三
〕
大
般
若
経
料
納
紙
帳
、〔
二

〇
〕
大
般
若
経
校
帳
、〔
二
二
―
〇
一
〕
大
般
若
経
布
施
申
請
解
案
が
残
り
、
こ

れ
ら
の
帳
簿
に
よ
る
と
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
経
生
・
校
生
に
対
す
る
布
施
支

給
が
済
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
校
正
作
業
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
完

了
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
個
別
文
書
の
検
討
を
参
照
）。
そ
の
後
、
十
八

年
五
月
下
旬
頃
か
ら
表
紙
・
緒
を
つ
け
る
作
業
が
始
ま
っ
て
お
り
（
二
四
―
三
二

九
、
九
―
二
〇
七
）、
天
平
二
十
年
九
月
二
十
日
ま
で
に
、
こ
の
事
業
は
完
了
し

た
と
考
え
ら
れ
る
（
天
平
二
十
年
九
月
七
日
「
造
東
大
寺
司
解
」〔
野
尻
目
録
〇

七
七
〕）。四

個
別
文
書
の
検
討

〔
〇
一
〕
経
生
で
あ
る
蜂
田
在
人
が
正
月
〜
四
月
に
書
写
し
た
常
疏
本
の
用
紙
に

関
す
る
記
録
。〔
〇
三
―
二
二
〕
の
蜂
田
在
人
手
実
案
の
記
載
に
相
当
し
、〔
常

疏
紙
充
帳
〕
に
よ
れ
ば
天
平
十
六
年
十
二
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
（
大
般
若
経

理
趣
分
述
讃
）、
天
平
十
七
年
三
月
二
十
一
日
〜
二
十
七
日
（
法
華
義
疏
）
に

充
紙
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
紙
背
は
大
鳥
高
人
書
写
の
法
華

義
疏
巻
第
二
の
校
正
手
実
で
あ
り
（〔
写
経
論
疏
勘
出
手
実
帳
〕）、
こ
の
校
正

に
蜂
田
在
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。
本
文
書
は
蜂
田
在
人
の
名
は
見
え
な
い
が
、

自
身
の
書
き
損
じ
の
紙
を
校
正
手
実
と
し
て
転
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔
〇
二
〕
天
平
十
七
年
四
月
一
日
〜
の
各
写
経
に
用
い
る
用
紙
の
受
け
取
り
記
録
。

内
容
は
、〔
常
疏
紙
充
帳
〕
か
ら
蜂
田
在
人
の
書
写
分
に
関
係
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
本
文
書
は
、
写
経
用
紙
（
黄
麻
紙
、
墨
界
あ
り
）
の
裏
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
途
中
で
書
き
や
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
反
故
紙
と
な
っ
て
落
書

（
人
物
戯
画
と
「
大
大
論
」
の
文
字
）
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
端
に

糊
痕
が
あ
る
が
、
傷
み
が
相
当
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
帳
簿
と
し
て
で
は
な
く
一

紙
片
と
し
て
遺
存
し
て
い
た
か
。

〔
〇
三
〕
天
平
十
七
年
度
前
半
期
（
正
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
）
の
作
業

内
容
を
一
つ
の
帳
簿
に
ま
と
め
た
も
の
。
各
経
師
か
ら
提
出
さ
れ
る
手
実
の
形

式
と
同
様
に
、
正
月
〜
四
月
ま
で
の
書
写
経
典
と
書
写
に
使
用
し
た
用
紙
数
を

記
し
て
い
る
（〔
―
〇
一
〕
〜
〔
―
二
六
〕）。
そ
れ
に
続
け
て
装
潢
・
校
生
の

常
疏
分
作
業
内
容
を
記
し
、
間
写
の
作
業
報
告
を
書
き
加
え
て
い
る
（〔
―
二

七
〕）。〔
―
〇
一
〕
〜
〔
―
二
六
〕
は
各
経
師
ご
と
に
作
業
内
容
を
列
記
し
て

お
り
一
筆
で
あ
る
。
し
か
し
経
師
名
の
下
に
は
巻
数
の
合
計
が
異
筆
で
書
き
込

ま
れ
て
お
り
、
経
師
の
自
署
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
〔
―
二
七
〕

の
校
生
・
装
潢
部
分
は
手
実
そ
の
も
の
の
写
し
で
は
な
く
、
集
計
し
た
も
の
を

記
し
、
間
写
部
分
は
常
疏
部
分
と
同
じ
構
造
を
と
る
。
各
経
師
か
ら
提
出
さ
れ

た
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
大
平
聡
氏
が
、
手
実

と
は
本
来
各
月
ご
と
に
経
師
個
人
が
事
務
担
当
者
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

前
年
・
本
年
（
天
平
十
六
・
十
七
年
）
の
こ
う
し
た
一
筆
に
ま
と
め
ら
れ
た
文

書
も
手
実
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
【
大
平
一
九
九

八
】。
氏
に
よ
れ
ば
、
充
本
帳
な
ど
の
帳
簿
か
ら
経
師
ご
と
の
記
録
を
事
務
担

当
者
で
あ
る
案
主
が
あ
ら
か
じ
め
作
り
、
そ
れ
に
対
し
て
経
師
は
巻
数
の
チ

ェ
ッ
ク
お
よ
び
自
署
を
も
っ
て
確
認
の
印
と
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
各
経
師
提

出
型
の
手
実
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
見
用

数
な
ど
に
特
化
し
た
記
載
方
式
か
ら
、
案
主
の
側
で
手
実
と
布
施
申
請
解
作
成

と
の
手
間
を
省
い
た
事
務
処
理
が
と
ら
れ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時

期
、
常
疏
と
間
写
は
同
じ
写
疏
所
機
関
の
案
主
の
も
と
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
の
た
め
に
、
常
・
間
両
者
の
数
カ
月
分
の
作
業
内
容
を

ま
と
め
た
こ
の
よ
う
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
手
実
案
の
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内
容
は
、
天
平
十
七
年
五
月
十
一
日
の
〔
写
経
所
解
案
〕
の
記
載
内
容
に
一
致

す
る
。

〔
〇
四
〕
天
平
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
常
疏
が
天
平
十
七
年
五
月
〜
勝
宝
三
年
七

月
の
間
に
一
部
の
間
写
も
交
え
て
題
書
に
ま
わ
さ
れ
た
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。

そ
の
後
に
布
施
の
支
給
が
終
了
す
る
と
、
そ
の
旨
の
文
言
を
書
き
込
み
、
続
け

て
次
の
記
録
を
追
い
込
み
で
書
き
込
ん
で
い
る
。
往
来
軸
は
中
倉
二
二
―
五
〇

に
相
当
し
、「
勘
題
帳
」（
表
）「
勘
題
帖
」（
裏
）
と
あ
る
。

〔
〇
五
〕
装
潢
に
必
要
な
雑
物
の
検
納
に
つ
い
て
の
記
載
。『
大
日
古
』
で
は
二
―

四
三
九
〜
四
四
〇
に
同
じ
文
書
を
載
せ
、「
続
々
修
第
三
十
五
帙
第
三
巻
背
」

所
収
と
あ
る
が
、
該
当
箇
所
に
は
文
書
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
『
大
日
古
』

二
巻
作
成
時
に
誤
っ
て
収
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
付
箋
は
「
廿
三
」「
第

十
五
帙
第
七
巻
」
と
あ
り
、
未
修
目
録
二
四
〇
「
合
見
検
納
雑
物
事
」
に
相
当

す
る
。

〔
〇
六
〕
間
写
の
た
め
の
経
師
ご
と
の
充
紙
記
録
。
天
平
十
七
年
五
月
以
前
の
も

の
は
天
平
十
五
年
五
月
十
二
日
〜
〔
間
紙
充
帳
〕
に
あ
る
。〔
―
〇
一
〕
は
、

余
白
を
と
り
な
が
ら
経
師
の
名
前
を
列
記
し
、
そ
こ
に
経
典
名
と
充
紙
状
況
を

口
座
式
に
記
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
平
十
九
年
以
降
の
〔
―

〇
二
〕
の
記
載
は
、
各
写
経
事
業
ご
と
に
経
師
へ
の
充
紙
状
況
を
口
座
式
に
書

き
込
ん
で
い
る
。〔
―
〇
一
〕
の
継
目
裏
書
き
に
は
「
志
」
と
あ
る
。
ま
た
ZZ

３７
―
９
〈
１０
〉
紙
目
に
は
、
付
箋
「
廿
三
帙
一
巻
」
と
あ
り
、
断
定
で
き
な
い

が
未
修
目
録
四
四
二
「
受
紙
帳
」
に
相
当
す
る
か
。
ま
た
ZZ
３４
―
６
〈
３
〉
紙

目
に
は
付
箋
「
十
九
ノ
一
」
と
あ
り
、
未
修
目
録
の
三
〇
六
「
写
経
用
充
紙

帳
」
に
相
当
し
、
ZZ
３４
―
６
〈
３
〉
〜
〈
２５
〉
が
続
々
修
成
巻
以
前
か
ら
張
り

継
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〔
〇
九
〕
記
載
内
容
は
、
古
乎
麻
呂
の
六
巻
鈔
第
一
巻
・
第
三
巻
の
見
用
紙
に
つ

い
て
の
報
告
。『
大
日
古
』
で
は
、
天
平
十
七
年
の
古
乎
麻
呂
の
手
実
（〔
一
七

―
〇
二
―
〇
九
〕）
と
間
写
充
紙
帳
〔
〇
六
―
一
〕
の
記
載
か
ら
天
平
十
七
年

八
月
四
日
付
け
の
文
書
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
六
巻
鈔
の
書
写
は
、
天
平

十
七
年
八
月
〜
九
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て
お
り
（〔
〇
六
―
一
〕）、
古
乎
麻
呂

に
対
し
て
も
こ
の
時
期
に
充
紙
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
一
〇
〕〔
一
〇
〕
は
〔
〇
九
〕
と
同
様
、
古
乎
麻
呂
書
写
の
六
巻
鈔
第
一
巻
・
第

三
巻
に
つ
い
て
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
古
乎
麻
呂
書
写
の
六
巻
鈔
第
一

巻
・
第
三
巻
は
〔
一
〇
〕
の
紙
背
文
書
で
あ
る
天
平
十
五
年
五
月
〜
〔
間
校

帳
〕
に
見
え
る
。

〔
一
一
〕
金
光
明
寺
造
物
所
で
収
納
し
た
銭
を
書
き
上
げ
た
文
書
。
異
筆
の
書
き

込
み
で
帳
簿
と
実
際
の
収
納
銭
と
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、「
十
七
年
八
月
廿

五
日
納
」
な
ど
、
収
納
の
日
付
が
書
き
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
納
入
元
と
し
て
は
、

内
裏
や
甲
可
寺
、
金
光
明
寺
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
本
文
は
墨
線
で
抹
消
さ
れ
て

い
る
。

〔
一
二
〕「
乙
櫃
」
の
常
写
・
間
写
の
経
典
と
写
経
関
係
道
具
類
の
出
納
に
関
す
る

帳
簿
断
簡
。
写
疏
が
完
了
し
た
経
典
の
ほ
か
に
、
他
所
か
ら
借
用
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
借
用
先
を
記
載
し
て
い
る
。「
行
信
師
所
」「
元
興
寺
」
な
ど

の
名
が
見
え
る
。
文
書
の
作
成
は
天
平
十
七
年
九
月
二
十
六
日
だ
が
、
そ
の
後

に
借
用
し
て
き
た
六
巻
鈔
の
記
載
が
追
い
込
み
で
書
か
れ
て
い
る
。

〔
一
三
〕
大
般
若
経
の
料
紙
を
図
書
寮
か
ら
受
納
し
た
こ
と
に
関
す
る
文
書
。
写

疏
所
官
人
の
自
署
の
奥
に
金
光
明
寺
造
物
所
の
官
人
も
自
署
を
加
え
て
い
る
。

往
来
軸
に
は
「
間
紙
納
帳
」（
表
裏
同
文
）
と
あ
る
。
付
箋
「
四
十
ノ
九
」
と

あ
り
、
未
修
目
録
一
〇
〇
九
「
間
紙
納
帳
」
に
あ
た
る
。

〔
一
四
〕
注
陀
羅
尼
経
の
書
写
事
業
に
対
す
る
布
施
申
請
解
案
。
端
裏
に
「
仏
工

等
数
申
上
事
」「
経
師
等
布
施
文
」
と
あ
る
。「
廿
二
ノ
三
」
の
付
箋
が
あ
り
、
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未
修
目
録
の
四
三
五
「
写
経
用
品
帳
」
に
相
当
す
る
か
。

〔
一
五
〕
装
潢
の
作
業
用
紙
数
を
書
き
留
め
た
文
書
。
打
・
界
の
枚
数
が
〔
一
七

―
〇
三
―
〇
四
〕
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
治
田
石
麻
呂
の
装
潢
作
業
に
関
連

す
る
断
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
背
は
同
年
十
二
月
九
日
の
古
乎
万
呂
手

実
（〔
一
七
―
〇
一
―
〇
九
〕）。

〔
一
六
〕
校
生
・
装
潢
に
対
す
る
布
施
申
請
解
案
。
題
疏
の
合
計
数
三
三
二
巻

（
一
切
経
〈
常
疏
〉
三
一
〇
巻
、
外
写
〈
間
写
〉
二
二
巻
）
が
、
天
平
十
七
年

五
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
題
疏
の
数
に
一
致
す

る
（〔
〇
四
〕）。
さ
ら
に
こ
の
題
疏
作
業
に
つ
い
て
は
、
天
平
十
七
年
十
二
月

十
五
日
の
段
階
で
「
右
件
書
料
布
施
、
申
送
已
訖
」
と
あ
る
の
で
、〔
一
六
〕

は
天
平
十
七
年
十
二
月
十
五
日
以
前
に
出
さ
れ
た
写
一
切
経
所
解
の
案
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

〔
一
七
〕
天
平
十
七
年
度
後
半
期
の
手
実
関
連
の
帳
簿
。〔
一
七
〕
の
所
在
は
ZZ
１９

―
５
と
Ｚ
４５
�
で
、
両
者
は
接
続
す
る
。
こ
の
う
ち
ZZ
１９
―
５
は
現
状
で
張
り

継
が
れ
て
い
る
が
、〈
１
〉
紙
目
に
付
箋
「
廿
九
ノ
七
」、〈
２３
〉
紙
目
に
付
箋

「
廿
九
ノ
六
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
未
修
目
録
の
六
六
九
「
忍
海
広
次
写
」、
六

六
八
「
尾
張
張
人
写
経
」
に
相
当
し
、
紙
数
も
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
ZZ
１９
―

５
は
続
々
修
成
巻
以
前
に
は
〈
１
〉
紙
〜
〈
２２
〉
紙
（〔
―
〇
一
〕）
と
〈
２３
〉

紙
〜
〈
３５
〉
紙
（〔
―
〇
二
〕〔
―
〇
三
〕）
の
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
―
〇
一
〕
は
、
各
経
師
か
ら
の
常
疏
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
の
端
裏
書
に
「
十
七
年
十
二
月
手
実
」、〔
―
〇
一
―
一

八
〕
奥
に
「
右
経
師
等
手
実
、
並
一
切
経
内
疏
」
と
あ
る
。〔
―
〇
一
〕
に
含

ま
れ
る
常
疏
経
師
は
、
当
該
時
期
の
常
疏
経
師
全
員
を
網
羅
し
て
お
ら
ず
、
十

二
月
十
日
以
降
の
手
実
に
つ
い
て
は
〔
一
八
〕
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、〔
―
〇
一
〕
は
十
二
月
九
日
以
前
の
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

〔
―
〇
二
〕
は
、〔
―
〇
二
―
一
〇
〕
奥
に
異
筆
で
「
右
手
実
、
間
写
」
と
あ

り
、
間
写
手
実
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
〔
―
〇
二
―
〇
三
〕
の
端
裏
に

「
十
七
年
十
二
月
手
実
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、〔
―
〇
一
〕
と
同
様
に
十
二
月
九

日
ま
で
の
間
写
手
実
を
貼
り
継
い
だ
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、〔
―
〇
二
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
―
〇
二
〕
の
み
が
十
二
月
十
日
付
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
十
二
月
十
日
以
降
の
手
実
に
つ
い
て
は
前
半
期
手
実
〔
〇

三
〕
と
同
様
に
案
主
に
よ
り
一
筆
に
て
作
成
し
た
の
だ
が
（〔
一
八
〕）、
そ
こ

に
漏
れ
て
い
た
十
二
月
十
日
付
で
提
出
さ
れ
た
手
実
二
通
を
〔
一
七
―
〇
二
―

〇
三
〕
の
前
に
貼
り
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
続
々
修

成
巻
の
時
に
は
す
で
に
現
状
の
〔
―
〇
二
〕
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
〔
―
〇

二
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
―
〇
二
〕
の
貼
り
継
ぎ
の
時
期
が
問
題
と
な
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
二
通
に
も
十
二
月
九
日
付
手
実
と
同
様
に
朱
筆
で
「
合
」
と
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
案
主
に
よ
り
事
務
帳
簿
が
整
理
さ
れ
た
時
期
に
貼
り
継

が
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
―
〇
三
〕
は
装
潢
手
実
の
貼
り
継
ぎ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

「
右
、
造
書
并
校
書
名
（
並
）
注
案
主
帳
之
」
と
異
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
装
潢
の
詳
し
い
作
業
内
容
は
「
案
主
帳
」
に
記
し
、
そ
の
総
計
を
案

主
で
あ
る
阿
刀
酒
主
が
ま
と
め
て
写
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
【
山
下
一
九
九

九
】。

〔
一
八
〕
天
平
十
七
年
度
後
半
期
の
手
実
関
連
の
帳
簿
。
各
経
師
か
ら
提
出
さ
れ

た
手
実
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
文
書
に
ま
と
め
て
書
き
直
し

て
い
る
点
で
〔
一
七
〕
と
異
な
り
、
前
半
期
手
実
〔
〇
三
〕
と
同
様
の
体
裁
を

と
る
。
現
状
で
ZZ
２３
―
５
、
Z
１７
�
、
Z
２８
�
の
三
カ
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
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ZZ
２３
―
５
は
〈
７
〉
紙
目
と
〈
８
〉
紙
目
、〈
９
〉
紙
目
と
〈
１１
紙
目
〉
の
間

（〈
１０
紙
目
〉）
に
白
紙
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
三
つ
の
部
分
（
�
・
�
・
�
）
に

分
か
れ
る
。
よ
っ
て
〔
一
八
〕
は
全
部
で
�
〜
�
の
五
つ
の
断
簡
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
〔
―
〇
一
〕
は
〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
端
裏
に
「
常
并
間
手
実

天
平

十
七
年
十
二
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
簡
�
が
〔
一
八
〕
の
巻
首
に
来
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
�
断
簡
の
紙
背
に
「
理
趣
経
金
剛
般
若
経
」
と
あ
り
、
こ

の
残
画
が
�
断
簡
左
端
に
み
え
る
。
こ
れ
は
続
修
成
巻
時
の
抜
き
と
り
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
、
�
�
は
接
続
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
【
中
林
一
九
九
三
】。

し
か
し
、
�
お
よ
び
�
�
と
�
・
�
の
接
続
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
断
簡
は
、
内
容
の
上
か
ら
常
疏
分
〔
―
〇
一
〕（
�
〜
�
）
と
間

写
分
〔
―
〇
二
〕（
�
）
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
常
疏
手
実
の
あ
と
に
間
写

書
写
分
を
続
け
て
書
く
の
は
、〔
〇
三
〕
と
同
様
の
手
法
で
あ
る
。
本
目
録
で

は
、
こ
の
例
に
な
ら
い
、
常
疏
〔
―
〇
一
〕
↓
間
写
〔
―
〇
二
〕
の
順
に
排
列

し
た
。

〔
一
七
〕〔
一
八
〕
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
林
隆
之
氏
は
布
施
申
請
の
た
め
の

追
筆
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
元
々
張
り
継
が
れ
て
い
た
一
連
の
帳
簿
と

し
て
復
原
し
て
い
る
【
中
林
一
九
九
三
】。
し
か
し
、
各
経
師
の
手
実
を
貼
り

継
い
で
帳
簿
と
し
て
い
る
〔
一
七
〕
と
、
案
主
が
作
成
し
た
手
実
帳
簿
で
あ
る

〔
一
八
〕
が
本
来
張
り
継
が
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
は
疑

問
が
残
る
。

た
だ
し
、〔
一
八
―
〇
一
―
一
五
〕
加
良
佐
土
万
呂
の
あ
と
に
丈
部
子
虫
・

山
邊
千
足
の
記
載
が
あ
る
が
「
両
名
」
と
し
て
抹
消
さ
れ
、
子
虫
は
〔
一
八
―

〇
一
―
一
二
〕
に
、
千
足
は
〔
一
七
―
〇
二
―
〇
四
〕
に
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、〔
一
七
〕〔
一
八
〕
は
両
帳
簿
を
ま
た
い
で
相
互
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、〔
一
七
〕〔
一
八
〕
あ
わ
せ
て
、
常
疏
の
手
実
部
分
に
間
写
の

内
容
を
書
き
込
ん
で
見
用
数
が
記
さ
れ
て
お
り
（「
都
合
…
張
〈
常
…
張
／
間

…
張
」）、
こ
れ
ら
の
記
載
は
〔
一
七
〕〔
一
八
〕
の
内
容
を
合
わ
せ
て
布
施
支

給
に
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
接
続
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
も
の

の
、〔
一
七
〕〔
一
八
〕
が
同
時
に
事
務
処
理
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

〔
一
九
〕
間
写
経
の
綺
緒
紙
を
請
求
す
る
文
書
の
案
文
。
書
き
か
け
の
優
婆
塞
貢

進
文
に
抹
消
符
を
つ
け
て
書
き
始
め
て
い
る
。〔
一
六
〕
の
紙
背
に
あ
た
る
が
、

〔
一
六
〕
は
天
平
十
七
年
十
二
月
十
五
日
以
前
に
出
さ
れ
た
写
一
切
経
所
解
の

書
き
か
け
の
案
文
で
あ
り
、〔
一
九
〕
は
天
平
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
付
の

文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貢
進
文
の
書
き
か
け
の
紙
の
裏
に
〔
一
六
〕
が
書
か

れ
、
そ
の
裏
に
貢
進
文
の
文
字
を
消
し
て
〔
一
九
〕
が
書
か
れ
た
と
想
定
さ
れ

る
。

〔
二
〇
〕
難
波
之
時
御
願
大
般
若
経
の
校
正
作
業
を
各
校
生
ご
と
に
書
き
上
げ
た

も
の
。
現
状
は
、
紙
背
文
書
で
あ
る
天
平
十
九
年
常
疏
写
納
并
櫃
乗
次
第
帳

（
ZZ
１２
―
４
、
九
―
三
四
三
〜
三
四
八
）
と
天
平
十
八
年
二
月
〜
経
疏
料
紙
受

納
帳
（
ZZ
３７
―
２
、
九
―
六
四
〜
六
九
）
に
よ
っ
て
二
つ
の
断
簡
に
分
か
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
ZZ
１２
―
４
の
裏
面
は
校
帳
時
の
貼
り
継
ぎ
で
あ
る
が
、
ZZ
３７

―
２
裏
所
収
部
分
に
つ
い
て
は
、
�
〜
�
の
三
つ
の
断
簡
に
分
か
れ
る
【
栄
原

一
九
八
五
】。
�
断
簡
に
は
石
村
熊
鷹
・
紀
豊
廣
・
阿
刀
部
宅
足
の
三
名
、
�

断
簡
に
は
河
内
連
里
人
が
見
え
る
。
一
方
、
�
断
簡
の
前
半
部
分
は
紙
数
か
ら

み
て
河
内
連
里
人
の
校
正
作
業
内
容
で
は
な
く
、
両
者
は
接
続
し
な
い
。
故
に

〔
―
〇
五
〕
某
人
校
正
手
実
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
�
断
簡
に
つ
い

て
も
、
大
伴
�
麿
の
作
業
は
一
紙
な
の
で
（〈
３
〉
紙
目
で
完
結
す
る
）、

〈
４
〉
紙
目
は
〔
―
〇
八
〕
某
人
の
校
正
手
実
で
あ
る
。〔
二
二
―
〇
一
〕
に
よ

れ
ば
、
大
般
若
経
に
関
わ
っ
た
校
生
は
八
名
い
る
か
ら
、〔
―
〇
五
〕〔
―
〇
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八
〕
は
、
志
斐
麻
呂
・
粟
田
舩
守
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
、〔
二
〇
〕
は
十
二
月
二
十
五
日
の
年
月
日
記
載
を
持
つ
が
、〔
二
二
―

〇
一
〕
の
布
施
申
請
解
も
同
日
付
で
あ
る
。
さ
ら
に
、〔
二
〇
〕
は
校
生
の
氏

名
の
下
に
異
筆
で
「
加
（
加
入
）
＋
紙
数
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
数
を
足
し

た
も
の
が
〔
二
二
―
〇
一
〕
の
布
施
申
請
解
の
紙
数
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
栄
原
氏
は
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
で
校
正
作
業
は
す
べ
て
終
了
し
て

お
ら
ず
、「
加
」
で
残
り
の
校
正
予
定
数
を
加
え
て
布
施
申
請
を
し
た
と
指
摘

し
て
い
る
【
栄
原
一
九
八
五
】。

〔
二
一
〕
経
疏
の
書
写
に
関
わ
っ
て
い
る
経
師
の
名
前
を
書
き
上
げ
た
も
の
。
天

平
十
八
年
二
月
〜
経
疏
料
紙
受
納
帳
に
よ
っ
て
、
現
状
〔
二
〇
―
〇
八
〕
の
左

に
張
り
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
か
ら
み
て
、〔
二
一
〕
は
大
般
若
経

校
帳
の
一
部
で
は
な
く
、
紙
背
の
経
疏
料
紙
受
納
帳
作
成
時
に
別
の
紙
片
を

持
っ
て
き
て
〔
二
〇
〕
に
貼
り
継
い
で
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
二
二
〕
各
写
経
事
業
に
お
け
る
布
施
申
請
解
を
貼
り
継
い
だ
帳
簿
。〔
―
〇
一
〕

の
右
端
に
継
目
裏
書
の
「
志
」
が
半
存
し
て
い
る
か
ら
同
様
の
布
施
申
請
解
が

張
り
継
が
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
付
箋
は
〈
３
〉
紙
目
に
「
廿
一
帙

二
巻
」「
二
」（
未
修
目
録
と
の
対
応
不
明
）、〈
６
〉
紙
目
に
「
廿
一
ノ
九
」

「
三
」（
未
修
目
録
四
三
〇
「
写
経
所
解
」
に
相
当
）、〈
１１
〉
紙
目
に
「
四
」、

〈
１３
〉
紙
目
に
「
五
」
と
あ
る
。

〔
二
三
〕
天
平
十
七
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
九
年
七
月
二
十
六
日
の
日
付
記
載

を
も
つ
、
未
請
の
間
写
を
書
き
上
げ
た
文
書
断
簡
。
奥
に
約
五
セ
ン
チ
の
余
白

が
あ
り
、
途
中
で
記
載
を
放
棄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
載
を

最
後
ま
で
書
き
上
げ
た
文
書
が
天
平
二
十
年
八
月
二
十
九
日
の
（
ａ
）
写
一
切

経
所
解
（
野
尻
目
録
〇
七
四
）、
お
よ
び
（
ａ
）
を
土
台
と
し
て
作
成
さ
れ
た

造
東
大
寺
司
解
の
写
経
所
側
で
の
控
え
で
あ
る
、
裏
面
の
天
平
二
十
年
九
月
七

日
の
（
ｂ
）
造
東
大
寺
司
解
案
（
野
尻
目
録
〇
七
七
）
で
あ
る
【
野
尻
二
〇
〇

〇
、
石
上
二
〇
〇
六
】。〔
二
三
〕
は
（
ａ
）
と
事
書
や
内
容
の
一
部
が
異
な
る

の
で
、（
ａ
）
を
作
成
す
る
た
め
の
前
段
階
の
草
案
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
一
次
文
書
で
あ
る
大
宝
二
年
豊
前
国
仲
津
郡
丁
里
戸
籍
は
、

お
も
に
天
平
二
十
年
度
に
そ
の
紙
背
を
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
【
渡
辺
一
九
八
六
】、
こ
の
こ
と
か
ら
も
〔
二
三
〕
は
天
平
二
十
年
九
月
七

日
に
近
い
段
階
で
作
成
さ
れ
た
断
簡
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〔
二
四
〕
天
平
十
六
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
十
七
年
四
月
十
五
日
に
か
け
て
写
疏

所
が
借
用
し
て
い
た
経
疏
を
返
却
す
る
時
に
作
成
さ
れ
た
写
経
所
解
案
で
あ
る
。

一
次
文
書
で
あ
る
豊
前
国
仲
津
郡
丁
里
戸
籍
の
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
天
平

十
七
年
の
日
付
が
見
え
る
こ
と
か
ら
『
大
日
古
』
で
は
天
平
十
七
年
度
文
書
と

し
て
収
載
し
た
が
、〔
二
三
〕
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
豊
前
国
戸
籍
↓
〔
二

三
〕
↓
〔
二
四
〕
の
順
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
天
平
二
十
年
八
月
二
十

九
日
前
の
作
成
で
あ
る
〔
二
三
〕
の
あ
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
二
五
〕〔
一
一
〕
に
よ
っ
て
『
大
日
古
』
で
天
平
十
七
年
度
文
書
と
し
て
類
収
さ

れ
た
断
簡
で
あ
る
。
内
容
は
、
東
大
寺
へ
の
封
物
価
に
つ
い
て
で
あ
り
、
断
簡

最
終
行
に
見
え
る
「
馬
来
田
布
（＝

望
陀
布
）」
は
上
総
国
封
戸
か
ら
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
上
総
国
封
戸
は
天
平
勝
宝
二
年
に
施
入
さ
れ
る
の
で
、

本
断
簡
は
そ
れ
以
降
の
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
【
若
井
一
九
八
六
】。
な

お
〔
一
一
〕
と
本
断
簡
の
接
続
関
係
な
ど
は
判
明
し
な
い
。

〔
三
〇
〕〔
三
一
〕
年
次
未
詳
。〔
〇
一
〕
に
続
け
て
『
大
日
古
』
は
類
収
す
る
が
、

写
経
生
ひ
と
り
の
書
写
記
録
を
記
載
し
た
〔
〇
一
〕
と
は
性
格
が
異
な
り
、
各

写
経
事
業
に
用
い
た
用
紙
数
を
列
挙
し
て
い
る
。〔
三
〇
〕
に
は
付
箋
「
廿
三

帙
二
巻
」
と
あ
り
、
紙
継
目
に
「
上
」
と
書
か
れ
た
押
紙
が
あ
る
。
未
修
目
録

と
の
対
応
関
係
は
判
断
で
き
な
い
。
一
方
〔
三
〇
〕
に
書
か
れ
た
華
厳
経
・
涅
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槃
経
・
法
華
経
の
用
紙
数
は
〔
三
一
〕
に
一
致
し
て
お
り
、〔
三
一
〕
が
〔
三

〇
〕
の
草
案
段
階
と
も
想
定
で
き
る
が
、
両
者
で
一
致
し
な
い
経
典
名
も
あ
り

判
然
と
し
な
い
。
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【
参
考
文
献
】

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
五
年
―
」

（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
）

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』
十
二
（
未
修
古
文
書
目

録
）」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
年
）

石
上
英
一
「
古
代
日
本
史
料
の
世
界
」（
立
教
大
学
東
ア
ジ
ア
地
域
環
境
問
題
研

究
所

浦
野
聡
・
深
津
行
徳
編
『
古
代
文
字
史
料
の
中
心
性
と
周
縁
性
』
春

風
社
、
二
〇
〇
六
年
）

大
平
聡
「
写
経
所
手
実
論
序
説
」（『
古
代
中
世
史
料
学
研
究
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）

北
村
安
裕
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
六
年
―
」

（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
十
二
、
二
〇
〇
八
年
）

栄
原
永
遠
男
「
難
波
之
時
御
願
大
般
若
経
に
つ
い
て
」
大
阪
市
史
編
纂
所
『
大
阪

の
歴
史
』
十
六
、
一
九
八
五
年
）

薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
―
間
写
経
の
研
究
―
」（
日
本
宗

教
史
研
究
会
編
『
救
済
と
そ
の
論
理
』
日
本
宗
教
史
研
究
四
、
法
蔵
館
、
一

九
七
四
年
）

中
林
隆
之
「
優
婆
塞
貢
進
制
度
の
展
開
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
、
一
九
九
三

年
）

野
尻
忠
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
二
十
年
―
」（『
東

京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
六
、
二
〇
〇
二
年
）

福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」（『
福
山
敏
男
著
作
集
二

寺
院
建
築
の
研
究
』
中

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
、
初
出
は

一
九
三
二
年
）

松
平
年
一
「
福
山
氏
の
『
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
』
に
就
い

て
」（『
史
学
雑
誌
』
四
四
―
四
、
一
九
三
三
年
）

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」（
日
本
古
文
書
学

会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は

一
九
六
二
年
）

山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）

若
井
敏
明
「
造
東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
三
、
一

九
八
六
年
）

渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
と
反
故
文
書
」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
八
一
、

一
九
八
六
年
）

渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
の
研
究
―
写
経
機
構
の
変
遷
を
中
心
に
―
」（『
史

学
雑
誌
』
九
六
―
八
、
一
九
八
七
年
ａ
）

渡
辺
晃
宏
「
造
東
大
寺
司
の
誕
生
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
八
、
一
九
八
七
年

ｂ
）

〔
付
記
〕
本
目
録
は
、
か
つ
て
山
下
信
一
郎
氏
が
石
上
英
一
先
生
の
ゼ
ミ
で
報
告

し
た
も
の
を
土
台
と
し
、
武
井
に
よ
る
再
報
告
を
経
た
上
で
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
山
下
氏
の
知
見
を
参
考
と
し
つ
つ
も
、
文
責
は
武
井

に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 紙背・他の利用 備 考

（在人→写疏所） 二四２９５ ZZ２６－４〈９〉裏 １ 二次、写経論疏勘出手実

帳（天平１７．５．１０大鳥高人

書写分の校正手実、八

５０１）

写疏所 二４８８ ZB４８� １ 他に「大大論」の文字、人

物戯画あり。

左端裏に「合一月料役八

十九張写了」とある（未

収）

受紙記録は蜂田在人の４／

１～８／２３の受紙記録に一

致。

写疏所 各文書参照 各文書参照 ２ 一次、和泉監正税帳（天平

９、二８８～８９、二９０～９７）

（成万呂→）写疏所 八５４５ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

端裏書「従十七年正月一

日迄四月卅日経師等手実

〈并常間共継〉」

自署あり

（廣万呂→）写疏所 八５４５～５４６ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（祖足→）写疏所 八５４５ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（牛甘→）写疏所 八５４６～５４７ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（新次→）写疏所 八５４７ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（息人→）写疏所 八５４７ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（千足→）写疏所 八５４８ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（花→）写疏所 八５４８ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（久比万呂→）写疏所 八５４９ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署「己知安利房」

（安万呂→）写疏所 八５４９ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（能善→）写疏所 八５４９～５５０ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（廣次→）写疏所 八５５０ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（嶋足→）写疏所 八５５０～５５１ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（大名→）写疏所 八５５１ S１４�～�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署「大魚」

（久治万呂→）写疏所 八５５１ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（白万呂→）写疏所 八５５２ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（建万呂→）写疏所 八５５２ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（益万呂→）写疏所 八５５２～５５３ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（廣足→）写疏所 八５５３ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（佐比止→）写疏所 八５５３ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（廣万呂→）写疏所 八５５４ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（在人→）写疏所 八５５４ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（高人→）写疏所 八５５５ S１４�～�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（万君→）写疏所 八５５５ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署あり

（惠万呂→）写疏所 八５５５～５５６ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳

（蟻石→）写疏所 八５５６ S１４�裏 ２ 一次、和泉監正税帳 自署「安利芳」

写疏所 八５５６～５５７、二

４３４～４３５

S１４�裏、S１３�（２）
裏

２ 一次、和泉監正税帳
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能・内容

０１ 写経用紙勘定文案 類収（天平１７．３．２７以

降）

～１７．５．１０以前？ 常疏 常疏本用紙の記録

０２ 写経受紙文案 類収（天平１７．４頃？） ～１７．８．２３？ 常疏 経師への受紙記録案

０３ 経師等手実案帳 天平１７．５．１０ 作成 常疏・間写 経生・装�・校生の
作業記録案

―０１ 忍坂成万呂手実案 天平１７．５．１０ 作成 常疏 写経手実

―０２ 安曇廣万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０３ 大鳥祖足手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０４ 達沙牛甘手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０５ 忍海新次手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０６ 阿刀息人手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０７ 山邊千足手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０８ 山部花手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―０９ 志紀久比万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１０ 葛野安万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１１ 古能善手実案 天平１７．５．１０ 作成 常疏 写経手実

―１２ 忍海廣次手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１３ 雀部嶋足手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１４ 錦部大名手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１５ 茨田久治万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１６ 既母辛白万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１７ 既母辛建万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１８ 鳥取益万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―１９ 建部廣足手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２０ 弓削佐比止手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２１ 王廣万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２２ 蜂田在人手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２３ 大鳥高人手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２４ 難万君手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２５ 角惠万呂手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２６ 己知蟻石手実案 天平１７．５．８ 作成 常疏 写経手実

―２７ 装�校生間写経生文
案

天平１７．５．１０ 作成 常疏・間写 校生・装�・間写経
生の作業報告
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写疏所 八５８５～５８８ S２０�裏 ２ 一次、下総国�飾郡大嶋
郷 戸 籍（養 老５、一２２１～

２２７）

往来軸（右軸）「勘題帳」

（表）「勘題帖」（裏）〔中倉

２２－５０〕

九１４０～１４２ S２１�裏 ２ 一次、下総国�飾郡大嶋郷
戸籍（養老５、一２４６～２４８）

九２６３～２６５ ZZ２３―５〈３５〉～〈３６〉 ２ 墨界あり、「大般若波羅密

多経諸 若者位少」（〈３６〉

紙裏、未収）

二三１６２～１６３ Z８�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一２００～２０１）

九２６５～２６６ ZZ２３―５〈３７〉～〈３８〉 ２ 一次、大般若経写経文

（〈３７〉紙目、天平２０．３．１、

十１７３）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５５９～５６０ ZZ４４―１０〈２４〉 １ 二４３９～４４０と重複。付箋

に「廿三」「第十五帙第七

巻」とあり。未修目録２４０

「一枚」

写疏所 各文書参照 各文書参照

写疏所 八５６０～５６４ S２０�裏 ２ 一次、下総国�飾郡大嶋
郷 戸 籍（養 老５、一２２７～

２３４）、継目裏書「志」

八５７３～５７５ S２５�裏 ２ 一次、御野国山方郡三井

田里戸籍（大宝２、一５３～

５６）、継目裏書「志」

二四３５２～３５３ ZB４６�裏 ２ 写経破紙（未収）、継目裏

書「志」

二四３５３ ZZ３７―９〈１０〉 １ 継目裏書「志」 付箋「廿三帙一巻」とあり。

未修目録４４２「十二枚」に

相当か？

写疏所 九３３２～３３４ S２１�裏 ２ 一次、下総国倉麻郡意布郷

戸籍（養老５、一２９２～２９４）

九３３５ S２１�裏 ２ 一次、下総国倉麻郡意布郷

戸籍（養老５、一２９５～２９６）

九３３６ S２７	裏 ２ 一次、越前国正税帳（天平

２、未収）

九３３６～３３７ S４�裏 ２ 一次、大粮申請文（天平１７、

二４２１～４２３）

二７１８～７１９ S４	裏 ２ 一次、大粮申請文（天平１７、

二４７８～４７９）

二四４１９ S４�裏 ２ 一次、大粮申請文（天平１７、

二４１６）

二四４２０～４２１ S１
裏 ２ 一次、大粮申請文（天平１７、

二４１１～４１２）

三３２～３４ Z７�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一１８５～１８７）

三１０４～１０５ S１８�裏 ２ 一次、駿河国正税帳（天平

１０、二１２２～１２３）
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０４ 題疏勘定帳 天平１７．５．２１ ～勝宝３．１２．１０ 常疏・間写 題書作業記録

０５ 雑物検納文 天平１７．５．２１ 作成 ― 装�に必要な雑物の
検納について

０６ 間写充紙帳 天平１７．５．２５～ 間写 間写経書写の充紙帳

簿

―０１ 間写充紙帳 天平１７．５．２５～ ～１８．８．１９？ 間写 間写経書写の充紙帳

簿

―０２ 間写充紙帳 天平１９．２．２ ～勝宝７．５ 間写 間写経書写充紙帳簿
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十５５４～５５５ ZZ３４―６〈１〉 １ 「未」（未収）

ZZ３４―６〈２〉 ２ 一次、写疏奉請注文案（天

平１９年？、九６４１）

十６５１～６５２ S４２�裏 ２ 一次、豊後国正税帳（天平

９、二５１～５２）

十５５６～５８８ ZZ３４―６〈３〉 １ 付箋「十九ノ一」未修目録

３０６「二十二枚」に相当

ZZ３４―６〈４〉 ２ 一次、装�玉祖公麻呂手
実（天平１９．６．２、二四４１１）

ZZ３４―６〈５〉～〈１０〉 １

ZZ３４―６〈１１〉 ２ 一次、造東大寺司請経文

（勝宝４．１２．２６、十二３８６）

ZZ３４―６〈１２〉～〈２５〉 １ 〈１４〉紙目に裏書「八／六十

張」（十５６６）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４５４ S１３�裏 ２ 一次、和泉監正税帳（天平

９、二７８～７９）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４５５ S１３�裏 ２ 一次、和泉監正税帳（天平

９、二７８～７９）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５６７～５６９ S２０�裏 ２ 一次、下総国�飾郡大嶋
郷 戸 籍（養 老５、一２３４～

２３７）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５６９～５７１ S２１�裏 ２ 一次、下総国�飾郡大嶋
郷 戸 籍（養 老５、一２４０～

２４３）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５７１～５７３ S２５�裏 ２ 一次、御野国山方郡三井

田里戸籍（大宝２、一５０～

５２）

（乎麻呂→）写疏所 二四３０６ ZZ２３―４〈６１〉 １

― 二四３０６ ZZ２６―５〈１６〉裏 １ 二次、間校帳（天平１５．５～、

八２０８～２０９）

金光明寺造物所 二四３１５～３１６ ZZ４７―５〈３〉〈４〉 １ 二次、丹裹文書。一次面に

「中一斤大」（未収）とあり。

写疏所 八５７６ ZZ１５―１〈１１〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１２．５）

写疏所→金光明寺造物所

政所→写疏所

八５７８ ZZ４―１〈１〉 １ 付箋「四十ノ九」未修目

録１００９「一枚」。往来軸

「間紙納帳」（表裏同文）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５８２～５８４ ZZ４１―４〈１〉～〈３〉 １ 端裏書「仏工等数申上事」

「経師等布施文」とあり

〈１〉紙目に付箋「廿二ノ

三」未修目録４３５「三枚」、

〈３〉紙目に付箋「一」
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０７ 間写経文案 天平１７．６．１７～ 作成 間写 間写の作業報告

―０１ 間写経文案 天平１７．６．１７ 作成 間写（法華経、薬師

経、千手経）

間写経の作業報告

―０２ 間写経文案 天平１７．６．１７？ ― 間写（菩薩善戒経） 間写経の作業報告

０８ 写疏所解案継文 天平１７．６～ 作成 常疏？ 各文書参照

―０１ 写疏所解案 天平１７．６．２９ 作成 六月の写疏所の行事

報告

―０２ 写疏所解案 天平１７．８．１ 作成 七月の写疏所の行事

報告

―０３ 写疏所解案 天平１７．９．２ 作成 八月の写疏所の行事

報告

０９ 古乎麻呂写六巻鈔手

実

天平１７．８．４？ 作成 間写（六巻鈔） 写経手実

１０ 古乎麻呂写六巻鈔手

実案

― ― 間写（六巻鈔） 写経手実

１１ 種々収納銭文 天平１７．８．２５以前 作成 ― 金光明寺造物所に納

入された銭について

の記録

１２ 櫃納経疏道具目録 天平１７．９．２６ 作成 常疏・間写 写経関係道具類の出

納報告

１３ 大般若経料納紙帳 天平１７．１０．３０ 作成 大般若経 大般若経書写のため

の料紙受納記録

１４ 写経所解案 天平１７．１２．１ 作成 間写？ 布施申請解
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写疏所 二四３２１～３２２ ZZ１９―５〈１１〉裏 １ 二次、古乎麻呂常疏手実

（〔一七―〇一―〇九〕天

平１７．１２．９、八６０５）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

十五９７～９８ ZZ４２―４〈１４〉裏 ２ 一次、優婆塞貢進文、三次、

写疏所請綺緒紙解案（天

平１７．１２．２１、〔一九〕）、四

次、一切経目録返送文案

（十五９８）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照

廣次→写疏所 八６０１～６０２ ZZ１９―５〈１〉 １ 端裏「十七年十二月手実」 付箋「廿九ノ七」未修目録

６６９「廿二枚」

千足→写疏所 八６０２ ZZ１９―５〈２〉 １

浄麻呂→写疏所 八６０２ ZZ１９―５〈３〉～〈４〉 １

花万呂→写疏所 八６０３ ZZ１９―５〈５〉 １

久比麻呂→写疏所 八６０３ ZZ１９―５〈６〉～〈７〉 １

建麻呂→写疏所 八６０４ ZZ１９―５〈８〉 １

大魚→写疏所 八６０４ ZZ１９―５〈９〉 １

生人→写疏所 八６０４～６０５ ZZ１９―５〈１０〉 １

乎万呂→写疏所 八６０５ ZZ１９―５〈１１〉 ２ 疏紙装�文〔一五〕

廣麻呂→写疏所 八６０５～６０６ ZZ１９―５〈１２〉～〈１３〉 １

嶋守→写疏所 八６０６ ZZ１９―６〈１４〉～〈１５〉 １

牛養→写疏所 八６０６～６０７ ZZ１９―５〈１６〉 １

久治麻呂→写疏所 八６０７ ZZ１９―５〈１７〉 １

小東人→写疏所 八６０７～６０８ ZZ１９―５〈１８〉 １

成万呂→写疏所 八６０８ ZZ１９―５〈１９〉 １

白麻呂→写疏所 八６０８～６０９ ZZ１９―５〈２０〉 １

馬養→写疏所 八６０９ ZZ１９―５〈２１〉 １

廣立→写疏所 八６０９ ZZ１９―５〈２２〉 １ 異筆「右経師等手実、並一

切経内疏」

張人→写疏所 八６１０ ZZ１９―５〈２３〉 １ 付箋「廿九ノ六」「■」未修

目録６６８「十三枚」

老人→写疏所 八６１０ ZZ１９―５〈２４〉 １ 裏「老人」（八６１０）

廣次→写疏所 八６１１ ZZ１９―５〈２５〉 １ 端裏書「十七年十二月手

実」、奥裏書「廿六帙二巻

用紙十七枚」

千足→写疏所 八６１１ ZZ１９―５〈２６〉 １

久比麻呂→写疏所 八６１２ ZZ１９―５〈２７〉 １

廣足→写疏所 八６１２ ZZ１９―５〈２８〉 １

久治麻呂→写疏所 八６１２～６１３ ZZ１９―５〈２９〉 １

嶋守→写疏所 八６１３ ZZ１９―５〈３０〉 １

乎万呂→写疏所 八６１３ ZZ１９―５〈３１〉 １

建麻呂→写疏所 八６１４ ZZ１９―５〈３２〉 １ 端裏書「充 屯 万 呂」（八

６１４）

異筆「右手実、間写」
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１５ 疏紙装�文 天平１７．１２．７以前 作成 常写・間写 治田石麻呂の造紙に

関する記述の草案

１６ 写一切経所解案 天平１７．１２．１５以前 作成 常写・間写 布施申請解

１７ 経師等手実帳 天平１７．１２．１６ 作成 常疏・間写 天平１７年度後半の経

師等の手実帳

―０１ ―０１ 忍海廣次手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―０２ 山邊千足手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―０３ 漢浄麻呂手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―０４ 山部花万呂手実 天平１７．１２．８ 作成 常疏 写経手実

―０５ 志紀久比麻呂手実 ― 作成 常疏 写経手実

―０６ 既母建麻呂手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―０７ 錦大魚手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 写経手実

―０８ 呉原生人手実 天平１７．１２．８ 作成 常疏 写経手実

―０９ 古乎万呂手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―１０ 安曇廣麻呂手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 写経手実

―１１ 丸部嶋守手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―１２ 達沙牛養手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 写経手実

―１３ 茨田久治麻呂手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 写経手実

―１４ 鬼室小東人手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 写経手実

―１５ 忍坂成万呂手実 天平１７．１２．８ 作成 常疏 写経手実

―１６ 既母白麻呂手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―１７ 余馬養手実 天平１７．１２．８ 作成 常疏 写経手実

―１８ 武丘廣立手実 天平１７．１２．９ 作成 常疏 写経手実

―０２ ―０１ 尾張張人手実 天平１７．１２．１０ 作成 間写 写経手実

―０２ 高市老人手実 天平１７．１２．１０ 作成 間写 写経手実

―０３ 忍海廣次手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実

―０４ 山部千足手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実

―０５ 志紀久比麻呂手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実

―０６ 建部廣足手実 天平１７．９．８ 作成 間写 写経手実

―０７ 茨田久治麻呂手実 天平１７．９．９ 作成 間写 写経手実

―０８ 丸部嶋守手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実

―０９ 古乎万呂手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実

―１０ 既母建麻呂手実 天平１７．１２．９ 作成 間写 写経手実
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犬→写疏所 八６１４ ZZ１９―５〈３３〉 １

少廣→写疏所 八６１４ ZZ１９―５〈３３〉 １

廣公→写疏所 八６１５ ZZ１９―５〈３４〉 １

石（麻呂）→写疏所 八６１５ ZZ１９―５〈３５〉 １

忍人→写疏所 二４８１ Z４５� １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照 １

（老人→）写疏所 八６１６ � ZZ２３―５〈１〉 １ 端裏書「常并間手実 天

平十七年十二月」

（佐人→）写疏所 八６１６ ZZ２３―５〈２〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３５～１３６）

（万君→）写疏所 八６１７ ZZ２３―５〈２〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３５～１３６）

（惠万呂→）写疏所 八６１７ ZZ２３―５〈２〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３５～１３６）

（息人→）写疏所 八６１７ ZZ２３―５〈２〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３５～１３６）

（蟻石→）写疏所 八６１８ ZZ２３―５〈３〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３４～１３５）

（能善→）写疏所 八６１８ ZZ２３―５〈３〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３４～１３５）

（廣万呂→）写疏所 八６１８ ZZ２３―５〈４〉～

〈５〉

２ 一次、優婆塞貢進解（二四

３０４）、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３４～１３５）

（廣足→）写疏所 八６１９ ZZ２３―５〈６〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３４～１３５）

（屯万呂→）写疏所 八６１９ ZZ２３―５〈６〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３４～１３５）

（安万呂→）写疏所 八６１９ ZZ２３―５〈７〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１２．９、八１５３～１５４）

（子虫→）写疏所 八６１９ ZZ２３―５〈７〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１２．９、八１５３～１５４）

（足嶋→）写疏所 八６２０ ZZ２３―５〈７〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１２．９、八１５３～１５４）

（新次→）写疏所 八６２０ ZZ２３―５〈７〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１２．９、八１５３～１５４）

（佐土万呂→）写疏所 八６２１ � ZZ２３―５〈１１〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１５、八１３６～１３７）

（在人→）写疏所 二四３９４ � Z２８�裏 ２ 一次、優婆塞貢進解（二四

２９８～２９９）

（廣國→）写疏所 二四３９４ Z２８�裏 ２ 一次、優婆塞貢進解（二四

２９８～２９９）

（高人→）写疏所 二四３１９ � Z１７�裏 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１７、二３１８～３１９）

（酒主→）写疏所 二四３１９ Z１７�裏 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１７、二３１８～３１９）
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―０３ ―０１ 秦犬手実 （天平１７．１２．１５） 作成 常疏 装�手実

―０２ 秦少廣手実 天平１７．１２．１５ 作成 常疏・間写 装�手実

―０３ 薗部廣公手実 天平１７．１２．１５ 作成 常疏 装�手実

―０４ 治田石（麻呂）手実 天平１７．１２．７ 作成 常疏 装�手実

―０５ 能登忍人手実 天平１７．１２．１５ 作成 常疏・間写 装�手実

１８ 経師等手実案帳 作成 常疏・間写 天平１７年度後半の経

師等の手実帳

―０１ ―０１ 高市老人手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０２ 弓削佐人手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０３ 難万君手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０４ 角惠万呂手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０５ 阿刀息人手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０６ 己知蟻石手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０７ 古能善手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―０８ 王廣万呂手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０９ 建部廣足手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１０ 民屯万呂手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―１１ 葛野安万呂手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１２ 丈部子虫手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１３ 阿刀足嶋手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―１４ 忍海新次手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―１５ 加良佐土万呂手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―１６ 蜂田在人手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１７ 大友廣國手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１８ 大鳥高人手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―１９ 阿刀酒主手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実
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（益万呂→）写疏所 二四３２０ Z１７�裏 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１７、二３１８～３１９）

（能善→）写疏所 八６２０ � ZZ２３―５〈８〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１４、八１３３～１３４）

（息人→）写疏所 八６２０ ZZ２３―５〈８〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（天平

１４．１１．１４、八１３３～１３４）

（廣足→）写疏所 八６２１ ZZ２３―５〈９〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３７～１３８）

（万君→）写疏所 八６２１ ZZ２３―５〈９〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３７～１３８）

（新次→）写疏所 八６２１ ZZ２３―５〈９〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３７～１３８）

（在人→）写疏所 八６２１ ZZ２３―５〈９〉 ２ 一次、優婆塞貢進解（八

１３７～１３８）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５９０～５９１ ZZ４２―４〈１４〉 ３ 一次、優婆塞貢進文、二次、

写一切経所解案（〔一六〕）、

四次、一切経目録返送文

案（十五９８）

優婆塞貢進文の書きかけ

の面に書き継いだもの

写疏所 各文書参照 各文書参照

（熊鷹→）写疏所 八５９１～５９３ � ZZ１２―４〈３〉裏 １ 二次、常疏写納并櫃乗次

第帳（天平１９．３．７、九３４３

～３４８）

（豊廣→）写疏所 八５９３～５９５ ZZ１２―４〈２〉裏 １ 二次、常疏写納并櫃乗次

第帳（天平１９．３．７、九３４３

～３４８）

（宅足→）写疏所 八５９５～５９７ ZZ１２―４〈１〉裏 １ 二次、常疏写納并櫃乗次

第帳（天平１９．３．７、九３４３

～３４８）

（里人→）写疏所 八５９７ � ZZ３７―２〈５〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）

（某人→）写疏所 八５９８ � ZZ３７―２〈４〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）

（酒主→）写疏所 八５９８ ZZ３７―２〈４〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）

（�麿→）写疏所 八５９８～６００ ZZ３７―２〈３〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）

（某人→）写疏所 八６００ � ZZ３７―２〈２〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）

写疏所？ 八６００～６０１ ZZ３７―２〈１〉裏 １ 二次、経疏料紙受納帳（天

平１８．２～天平１９．８．１６、九

６４～６９）
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―２０ 鳥取益万呂手実案 ― 作成 常疏・間写 写経手実

―０２ ―０１ 古能善手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０２ 阿刀息人手実案 天平１７．１２．１５ 作成 常疏・間写 写経手実

―０３ 建部廣足手実案 天平１７．１２．１５ 作成 常疏・間写 写経手実

―０４ 難万君手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０５ 忍海新次手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

―０６ 蜂田在人手実案 天平１７．１２．１０ 作成 常疏・間写 写経手実

１９ 写疏所請綺緒紙解案 天平１７．１２．２１ 作成 間写 論疏のための綺緒紙

の請求文書

２０ 大般若経校帳 （天平１７．１２．２５） 作成 大般若経 大般若経の校正作業

に関わった経生の作

業報告

―０１ 石村熊鷹校正手実 天平１７．１２．２５ 作成 大般若経 石村熊鷹の校正作業

報告

―０２ 紀豊廣校正手実 （天平１７．１２．２５？） 作成 大般若経 紀豊廣の校正作業報

告

―０３ 阿刀部宅足校正手実 （天平１７．１２．２５？） 作成 大般若経 阿刀部宅足の校正作

業報告

―０４ 河内連里人校正手実 （天平１７．１２．２５？） 作成 大般若経 河内連里人の校正作

業報告

―０５ 某人校正手実 天平１７．１２．２５ 作成 大般若経 某人の校正作業報告

―０６ 阿刀酒主校正手実 天平１７．１２．２５ 作成 大般若経 阿刀酒主の校正作業

報告

―０７ 大伴�麿校正手実 （天平１７．１２．２５？） 作成 大般若経 大伴�麿の校正作業
報告

―０８ 某人校正手実 天平１７．１２．２５ 作成 大般若経 某人の校正作業報告

２１ 経疏師注文 ― ― ― 某写書事業に関わっ

た経疏師を列記
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写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４８２～４８７ S３０�裏 ２ 一次、出雲国計会帳（天平

６、一５８７～５９２）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九１３７～１３８ ZZ４１―４〈４〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九１３８～１３９ ZZ４１―４〈４〉 １ 付箋「廿一帙二巻」「二」

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九１３４～１３６ Z１３�裏 ２ 一次、山背国綴喜郡大住

郷隼人計帳（一６４８～６５１）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九１７６～１７７ ZZ４１―４〈６〉 ２ 一次、阿刀酒主啓（二四

２９１）

付箋「廿一ノ九」「三」未修

目録４３０

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九２９４～２９９ ZZ４１―４〈７〉～〈９〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九２５０～２５４ ZZ４１―４〈１０〉～〈１４〉 ２ １次、写経所 解 案（天 平

１８．６．２９、九２４１～２４４）、写

経所解案（天平１８．７．１、九

２４６～２４９）

付 箋〈１１〉紙 目 に「四」、

〈１３〉紙目に「五」

写疏所 八５８２ Z８�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一２０２～２０３）、

三次、写一切経所牒案（天

平１７．４．１５以降、八５４２）

写疏所（→平摂大徳所） 八５４２ Z８� ３ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一２０２～２０３）、

二次、間写経并疏未請注

文、〔二三〕）

造東大寺司 二四３１６～３１８ ZZ４７―５〈１〉〈２〉 １ 二次、丹裹文書。一次面に

「中一斤大」（未収）とあり。

二四３２２ ZZ３７―９〈４７〉裏 ？ 民長麻呂解（天平９類収、

二２７）

二四３２２～３２３ ZZ２７―４〈５２〉 １ 付箋「廿九」「四十三ノ七」

未修目録１１０９「一枚」。

（張人→）写疏所 二四３２４～３２６ ZZ２３―４〈７１〉 １

二四３１８～３１９ ZZ１６―２裏 １

二四２９６ ZZ３７―９〈４０〉 １ 付箋「廿三帙二巻」「卅二」

「上」の押紙あり

二四２９６～２９７ ZZ２３―４〈９３〉 １
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２２ 写経所解案帳 天平１７．１２．２５～ 間写 布施申請解

―０１ 大般若経布施申請解

案

天平１７．１２．２５ 作成 間写（大般若経） 布施申請解

―０２ 法華経布施申請解案 天平１８．３．１６ 作成 間写（法華経二部十

六巻）

布施申請解

―０３ 仁王経布施支給文案 天平１８．３．１８ 作成 間写（仁王経） 布施申請解

―０４ 法華経布施申請解案 天平１８．３．１４ 作成 間写（法華経十部八

十巻）

布施申請解

―０５ 多心経布施申請解案 天平１８．４．１５ 作成 間写（多心経） 布施申請解

―０６ 金字最勝王経布施申

請解案

天平１８．１０．１７ 作成 間写（金字最勝王

経）

布施申請解

―０７ 金光明寺写経所解案 天平１８．７．２ 作成 間写（薬師経・八敬

六念経・四分戒本）

布施申請解

２３ 間写経并疏未請文 天平１７．１１．１１以降

（作成は天平２０．９．７

頃か）

― 間写 間写についての記録

２４ 写一切経所牒案 天平１７．４．１５以降（作

成は天平２０．９．７以降

か）

― 常疏・間写 平摂大徳への借用経

の返却

２５ 種々収納銭文 類収（勝宝２年以降

か）

作成 ― 造東大寺司に納入さ

れた銭についての記

録

２６ 装�紙注文 類収 ― 造紙状況に関する報

告

２７ 装�紙注文 類収 ― 造紙状況に関する報

告

２８ 尾張張人写経手実 類収 ― 尾張張人の作業報告

２９ 校経未正文 類収 未校正の分の経生の

書き出し

３０ 経本并用紙注文 類収 新華厳経など 各経典の用紙数を記

す

３１ 経本并用紙注文 類収 新華厳経など 各経典の用紙数を記

す
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